
看護関係法令（健康支援と社会保障制度））

第1章 法の概念 P2

A 法の概念

1.法とは、社会と法
アリストテレス

「人間は社会的動物である。」

2.法の種類 P3
日本国憲法：基本的人権や国の組織と活動に
関する基本的な事項を定めた最高の法規である。

日本国憲法三原則

・国民主権
・基本的人権の尊重
・平和主義



2. 法の種類・最終的にそれを決定する権限は
誰にあるか。P3～4

憲法（ ）法律（ ）政令（ ）

府令（ ）

省令（ ）

条例（ ）

規則（ ）



３．成文法（一定の手続きに従って制定され、文字で書

あらわされている）P5
不文法（慣習法・判例法）

４．公法（憲法・各種の行政法・保健師助産師看護師法等）

私法（民法・商法）

５．実体法（民法・商法・刑法）

手続法 P6
（民事訴訟法・刑事訴訟法）

拘禁刑とは？



６．法の効力の優劣 P6

[後法優越の原理]
・同順位の法の間では、あとに制定されたものが

先に制定されたものに優先する

[一般法と特別法]
・医師法第17条（P81）に対して、

医師でなければ医業を行ってはならない

保健師助産師看護師法第3条（P283）
助産師は医業の一部である助産を業とする



B 衛生法

１．衛生法の概念 P8
・衛生法とは国民の健康を回復し、保持し、
または増進することを法とするグループである。

２．衛生法の沿革 P8
図1-1 医療関係法の推移 P12

３．衛生法の分類 P13
表1-1 おもな衛生法の分類 P14



C 厚生労働行政のしくみ

厚生労働行政の理念

日本国憲法 平和・自由・文化 P12
第13条
「すべて国民は個人として尊重される。

生命、自由及び（ ）に対する国民の権利に

ついては、（ ）の福祉に反しない限り、（ ）

その他の国政の上で、最大の尊重を必要とする。」

第22条 「何人も、（ ）の福祉に反しない限り、

（ ）、移転及び（ ）の自由を有する。」



第25条 生存権 P15
「すべて国民は（ ）の生活を

営む権利を有する」「国はすべての生活部面について、
（ ）（ ）及び（ ）の向上

及び増進に努めなければならない。」

第27条
「すべて国民は（ ）

の権利を有し、義務を負う。」

厚生労働省（P16図1-2）



世界保健機関（WHO） P19

国際労働機関

(ILO)
（ILO


